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外部専門家を含む社内調査委員会の設置に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 19 年 7 月にマレーシアで霊園事業の経営権を有するビューティースプリン

グインターナショナル社（現・連結子会社。以下、ＢＳＩ社といいます）の株式を取得い

たしておりますが、その際にＢＳＩ社の株式価値が適切に評価されなかったのではないか

とのご指摘を外部より受けております。これを受け当社では直ちに社内調査を開始し、関

連する事実関係の調査等を実施してきたところでありますが、株式取得当時やそれ以降に

おける株式価値の評価の経緯の把握および会計処理の適切性等につき、専門的かつ客観的

な見地から、より網羅的で正確な検証が必要と判断し、本日開催の取締役会において下記

のとおり当社と利害関係のない外部専門家を含む社内調査委員会を設置することを決議い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．社内調査委員会の設置目的 

（１） ＢＳＩ社の株式取得時および取得以降の株式評価における、関連する事実関係

の調査、認定、および問題点の有無の分析並びに価値評価および会計処理の適

切性・妥当性の検証 

（２） 前項の検証結果に基づく過年度の会計処理の訂正要否の検討および訂正が必要

となる場合のその範囲・影響額等の確認 

（３） 前２項の結果に応じた発生原因の分析と再発防止策の提言 

 

２．社内調査委員会の構成について（敬称略） 

委員長：弁 護 士    渋谷 卓司（西村あさひ法律事務所） 

委 員：公認会計士    松本  亨 （株式会社ＡＧＳコンサルティング） 

委 員：当社取締役ＣＦＯ 佐藤 暢樹 

（注） 今回、調査対象期間が長期に遡ることおよび調査対象が海外子会社であること等を

勘案し、円滑かつ迅速な調査を行う必要性から、社内調査委員会とし、ＢＳＩ社の株

式取得に関与していない当社取締役ＣＦＯを委員に加えた上、これに外部専門家が参

加する構成といたしております。  
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３．今後の見通し 

本件が当社業績に及ぼす影響につきましては、現在のところ明らかになっておりま

せんが、社内調査委員会による調査により判明次第、速やかに開示いたします。また、

現在のところ調査完了の日は明らかではありませんが、当社といたしましては調査結

果を反映した平成 26 年 12 月期決算短信を平成 27 年 2 月下旬までに発表することを目

指しており、社内調査委員会の調査結果および再発防止策については、完了次第速や

かに開示する予定です。 

 

以 上 

 


